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１．計画策定の意義

本計画は、平成２８年３月に策定した「室蘭市一般廃棄物処理基本計画」に基づき、ごみの減

量を図るとともに、容器包装廃棄物についても基本方針である５R（リフューズ、リデュース、
リユース、リペア、リサイクル）の推進を図るために、市民・事業者・行政それぞれの役割や具

体的な方策を明らかにするものであるとともに、限りある資源の有効活用を行なうべく容器包装

に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「法」という。）第８条に基づいて策

定したものである。

本計画を公表し推進することにより、廃棄物の減量や資源の有効活用を進め、資源循環型社会

の形成を図るものである。

２．基本的方向

本計画の推進により、「室蘭市一般廃棄物処理基本計画」の基本目標及び基本理念である

「５Ｒ」の実現を図る。

３．計画期間

本計画の計画期間は、令和５年４月を始期とする５年間とし、令和７年度に見直す。

４．対象品目

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無色、茶

色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボトルを対象とする。

５．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号）

［単位：トン］

項 目 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度

容器包装廃棄物 ４，７５７ ４，６８４ ４，６１３ ４，５４３ ４，４７６
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６．容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項（法第８条第２項第２号）

容器包装廃棄物の排出抑制のため以下の方策を実施する。なお、実施に当たっては市民・事業

者・行政がそれぞれの立場から役割分担し、相互に協力・連携を図りながら一体となって取り組

む。

市 民

≪発生抑制等≫

・マイバッグを持参し、必要以上のレジ袋を増やさないよう努める。

・商品購入時に詰替え可能なものを選び、容器等のごみを減らすように努める。

・積極的にフリーマーケットやリサイクルショップ等を活用して、ごみの減量に努める。

≪資源の有効利用等≫

・町内会や学校等で行なっている集団回収などに積極的に協力し、資源の有効利用に努める。

・商品購入時にリサイクル可能なものや再生品を積極的に選ぶよう努める。

事業者

≪発生抑制等≫

・自ら（事業者）に「処理責任」があることを自覚し、法令等を理解し、ごみの減量計画などの作

成に努める。

・製品の生産、流通過程において廃棄物の発生抑制に努める。

・事業所等においては、印刷用紙などの使用を工夫し、廃棄物の発生抑制に努める。

≪資源の有効利用等≫

・店頭回収や自主回収が可能なものについては、積極的に実施し、適正な資源化に努める。

・再生資源などを原材料にした製品を積極的に製造・販売し、消費者に対して情報提供を行なう

よう努める。

行 政

≪発生抑制等≫

・広報紙、パンフレット、ホームページ及び出前講座の活用

・先進事例を積極的に取入れ、ごみ減量の情報発信。

・取り組みやすく、具体的な事例の情報発信。

・調査、アンケートに基づく、必要に応じた啓発、指導。

≪資源の有効活用等≫

・町内会、学校等が行う資源回収への支援等の実施。

・資源化ルートの確保、整備。

・新たな資源化に関する調査、検討。
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７．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係る分別の

区分（法第８条第２項第３号）

分別収集に要する機材等の確保並びに西いぶり広域連合が有する処理施設の状況等や市民の

協力度を総合的に勘案し、収集に係る分別の区分を下表右欄のとおりとする。

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分

主としてスチール製の容器

主としてアルミ製の容器
缶

主として ──┬──── 無色のガラス製容器

ガラス製の ├──── 茶色のガラス製容器

容器 └──── その他のガラス製容器

ガラスびん

主として紙製の容器であって飲料を充てんするためのもの（原

材料としてアルミニウムが利用されているものを除く。）
飲料用紙パック

主として段ボール製の容器 段ボール

主として紙製の容器包装であって上記以外のもの
飲料用紙パック、段ボール以外の紙製容

器包装

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製の容器であって飲

料、しょうゆ等を充てんするためのもの
ペットボトル
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８．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイク

ル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第８条第２項第４号）

［単位：トン］

容器包装廃棄物

の種類
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度

主としてスチー

ル製の容器
６４ ６１ ５９ ５７ ５５

主としてアルミ

製の容器
１６５ １６５ １６５ １６５ １６５

無色のガラス製

の容器

（合計）

１４９

（合計）

１４２

（合計）

１３５

（合計）

１２９

（合計）

１２３

（引渡量）

１４９

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１４２

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１３５

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１２９

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１２３

（独自処

理量）

０

茶色のガラス製

の容器

（合計）

１９０

（合計）

１９１

（合計）

１９２

（合計）

１９３

（合計）

１９４

（引渡量）

１９０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１９１

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１９２

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１９３

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１９４

（独自処

理量）

０

その他のガラス

製の容器

（合計）

１１８

（合計）

１２０

（合計）

１２２

（合計）

１２４

（合計）

１２６

（引渡量）

１１８

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１２０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１２２

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１２４

（独自処

理量）

０

（引渡量）

１２６

（独自処

理量）

０

主として紙製の

容器であって飲

料を充てんする

ためのもの（原

材料としてアル

ミニウムが利用

されているもの

を除く。）

２６ ２６ ２６ ２６ ２６

主として段ボー

ル製の容器
１，１５７ １，１７１ １，１８５ １，１９９ １，２１３

主として紙製の

容器包装であっ

て上記以外のも

の

（合計）

１５２

（合計）

１５２

（合計）

１５２

（合計）

１５２

（合計）

１５２

（引渡量）

０

（独自処

理量）

１５２

（引渡量）

０

（独自処

理量）

１５２

（引渡量）

０

（独自処

理量）

１５２

（引渡量）

０

（独自処

理量）

１５２

（引渡量）

０

（独自処

理量）

１５２

主としてﾎﾟﾘｴﾁﾚ

ﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ（ＰＥ

Ｔ）製の容器で

あって飲料又は

しょうゆその他

主務大臣が定め

る商品を充てん

するためのもの

（合計）

２７７

（合計）

２７７

（合計）

２７７

（合計）

２７７

（合計）

２７７

（引渡量）

２７７

（独自処

理量）

０

（引渡量）

２７７

（独自処

理量）

０

（引渡量）

２７７

（独自処

理量）

０

（引渡量）

２７７

（独自処

理量）

０

（引渡量）

２７７

（独自処

理量）

０

主としてプラス

チック製の容器

包装であって上

記以外のもの

（合計）

０

（合計）

０

（合計）

０

（合計）

０

（合計）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（うち

白トレ

イ）

（合計）

０

（合計）

０

（合計）

０

（合計）

０

（合計）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

（引渡量）

０

（独自処

理量）

０

合 計 ２，２９８ ２，３０５ ２，３１３ ２，３２２ ２，３３１
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９．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装リサイク

ル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法

令和３年度収集実績をもとに、目標年次である令和９年度までの分別基準適合物等の変動率を

次のとおり設定し、見込み量を算定。

人口推計（単位：人）

※ 平成３０年度～令和３年度の平均増減率を用いて算出。

容器包装廃棄物の種類
令和３年度

収集実績（単位：トン）
変動率

主としてスチール製の容器 ７０ ４．０％減

主としてアルミ製の容器 １６５ 増減なし

無色のガラス製の容器 １６４ ４．７％減

茶色のガラス製の容器 １８８ ０．５％増

その他のガラス製の容器 １１４ １．４％増

主として紙製の容器であって飲料を充てん

するためのもの（原材料としてアルミニウム

が利用されているものを除く。）

２６ 増減なし

主として段ボール製の容器 １，１３０ １．２％増

主として紙製の容器包装であって上記以外

のもの
１４９

増減なし

（過去の実績平均）

主としてﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾃﾚﾌﾀﾚｰﾄ（ＰＥＴ）製の容器

であって飲料又はしょうゆその他主務大臣

が定める商品を充てんするためのもの

２８３
増減なし

（過去の実績平均）

主としてプラスチック製の容器包装であっ

て上記以外のもの
１６７ 事業廃止

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

７６，２６８ ７４，８９５ ７３，５４７ ７２，２２３ ７０，９２３
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１０．分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号）

空き缶、ガラスびんは平成９年１０月から、ペットボトルは平成１１年７月から資源ステーシ

ョンで、紙パックは平成３年７月からごみステーションで分別収集を実施している。また、段ボ

ール及び紙製容器包装については、平成１９年４月からストックヤードへの自己搬入の受け入れ

を行っている。

なお、紙パック、段ボール及び紙製容器包装は、住民団体による集団回収が進められているこ

とから、その継続及び拡大を図る。

容器包装廃棄物の

種 類

収集に係る

分別の区分
収集・運搬段階

選別・保管等

段 階

金

属

スチール製容器

空き缶 市による定期収集 広域連合

アルミ製容器

ガ

ラ

ス

無色のガラス製容器

ガラスびん 市による定期収集 広域連合茶色のガラス製容器

その他のガラス製容器

紙

類

飲料用紙製容器 紙パック

市による定期収集 市

住民団体による集団回収 民間業者

段ボール 段ボール

住民による自己搬入 市

住民団体による集団回収 民間業者

その他の紙製容器包装 紙製容器包装

住民による自己搬入 市

住民団体による集団回収 民間業者

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ペットボトル ペットボトル 市による定期収集 広域連合
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１１．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号）

空き缶・ガラスびん・ペットボトルは、平成１６年度から西いぶり広域連合のリサイクルプラ

ザで選別・圧縮・保管を行っている。

また、段ボール及び紙製容器包装は、平成１９年度からストックヤードで直接受入れを行って

おり、広報の拡大に努める。

１２．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項

容器包装廃棄物の分別収集を円滑かつ効率的に進めるため、市民・事業者・行政からなる組織

「室蘭市リサイクル協働市民協議会」を活用した取り組みを推進する。さらに、当協議会におい

てごみの減量・リサイクル等についての提言を求め、取り組みに反映させることで、本計画をよ

り実効あるものとし、資源循環型社会の形成の促進を図る。

容器包装廃棄物の

種 類

収集に係る

分別の区分
収集容器 収集車 中間処理

金

属

スチール製容器

空き缶
プラスチック

製コンテナ
普通貨物車

リサイクルプラザ

処理方法：機械選別

圧縮成型

処理能力：3.5ｔ／日アルミ製容器

ガ

ラ

ス

無色のガラス製容器

ガラスびん
プラスチック

製コンテナ
普通貨物車

リサイクルプラザ

処理方法：手選別

処理能力：5.5ｔ／日

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容器

紙

類

飲料用紙製容器 紙パック 紐かけ 普通貨物車 ストックヤード（保管）

段ボール 段ボール

紐かけ

自己搬入 ストックヤード（保管）

その他の紙製容器包装 紙製容器包装
住民団体による集団回収での取り組

みを推進

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ペットボトル ペットボトル 網 袋 普通貨物車

リサイクルプラザ

処理方法：手選別

圧縮梱包

処理能力：3.4ｔ／日


